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　謹んで新年のお祝いを申し上げます。
　町民の皆さまにおかれましては、良き新年をお
迎えになられたこととお慶び申し上げます。町長と
して2回目の新年挨拶になります。就任から１年8
カ月が経過し、この間を振り返りますと時間に追わ
れた感はありますが、いかに失敗の多かったことか、
町民の皆さまにもご迷惑、ご心配をかけ、お詫びす
るとともに日々反省しております。
　本年は改めて初心に帰り、大局観を持って目指
すものに集中するよう決意を新たにしたところで
ございます。昨年は今後の行財政運営の指針とな
る「第6次大島町基本構想」、「大島町まち・ひと・
しごと創生総合戦略」などの計画策定、「大島町
地域防災計画」の改訂、主なイベント等としまして
は、町政施行60周年記念・表彰式、アジア自転車
競技選手権大会、全日本自転車競技選手権大会、
東京都等との合同防災訓練をはじめとする三原山
1986年噴火30周年事業などを実施、土砂災害復
旧関連としましては、災害公営住宅の完成、弘法浜
サンセットプールのオープン、御神火スカイライン
の再開通などがあげられます。また、大島のつばき
園3園が国際優秀つばき園に認定されました。
　以上をみますと昨年は、ある意味で節目の年、ス
タートの年であったといえ、本年は具体的な施策を
実行し実をつけ成果をあげる年かと思います。
　さて、国においては人口減少社会に突入し大き
な転換期を迎え、雇用・所得環境の改善が続くな
かで、女性や若者の活躍をはじめとする１億総活躍
社会への実現に向け「働き方改革」に関する施策な
どを推進しています。現下の地方自治体は、地方創
生の時代に入り「地方から元気を」という視点から
様々な戦略を展開しており、まさに地方自治体の
力が試される時であります。一方、東京都は東京が
抱える課題解決に向けて積極果敢に取り組み、未
来への成長創出に向けた改革を進めていくことと、
全ての事業の総点検を実施し、無駄の排除を徹底
して行うなど、都民ファーストの視点に立った財政
構造改革の一層の推進を図ることを打ち出してお
ります。

大島町長　三 辻 利 弘

　こうしたなか大島町においても、知恵を出し「わ
がまち」の魅力を発信し、地域力と持続力を高め
ることが求められています。しかし、大島町の現状
をみますと様々な課題が山積していますが、まず
平成25年伊豆大島土砂災害復旧・復興事業を最優
先で成し遂げなければなりません。「大島町復興計
画」は29年度から31年度まで新たなステージとな
る中期に入ります。これまでは被害を受けたもの
を元に戻す、いわゆる「復旧」がメインでしたが、こ
れからは新しい大島をつくる創造的・発展的な「復
興」にシフトしていくことになります。ちなみに中
期は、「活気と魅力ある島の再生を図り、東京オリ
ンピック・パラリンピック開催に合わせ『元気な大
島』を発信します」という目標を定めています。
　今後、被災しました神達・丸塚地域にメモリアル
公園や図書館、保育園などを整備して、人々が集う
憩いの場・鎮魂の場として復活させ、大島町の更な
る発展に繋げ、次の世代に引き継いでいかなけれ
ばなりません。
　次に、昨年の１１月上旬にジオパークの再審査が
行われ、皆さまのご協力により引続き再認定され
ました。改めてお礼申し上げます。
　ジオパークの基本理念は、自分たちが暮らす大地
（ジオ）の成り立ちや特徴を良く知り、その地域だ
からこそ育まれた景観や動植物、人々の暮らしを
大切な宝物として守りながら産業振興・教育・防災
に活用し、持続的な地域の発展に取り組むことで
す。この理念は、まちづくり全般に通ずるものであ
り、大島が経済成長を図り生きていくための有効
な手段であると認識しております。
　以上、本年は、産業振興施策及び社会福祉施策
の充実に努めるとともに、土砂災害復旧・復興事
業、ジオパークの充実、推進を優先課題とします。
　私は平成29年を新たな飛躍な年と位置づけ、大
島町が｢笑顔あふれる、誰もが暮らしたくなる島｣と
なるよう、引続き全力で取り組んでまいりますので
住民の皆さまのご指導、ご協力をお願い申し上げ
ます。
　終わりに、町民皆さまのご健勝とご多幸を祈念
いたしまして、新年の挨拶といたします。

「笑顔あふれる、誰もが暮らしたくなる島」をめざして
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　2017年新年明けましておめでとうござい
ます。本年が皆様にとって実り多き年にな
りますことお祈りいたします。
　2020年東京オリンピックまで後3年とな
りましたが、都内各自治体はその時までに
わが地域をどうアピールしていくのか、わ
が町・村の魅力を知ってもらうための努力
を考え、行動する期間だといわれています。
そこで、この大島としてもそれは例外では
ありません。観光地大島としての弱い部分
は強化し、魅力ある島の将来像などの方向
性・本質的改革していくような施策も必要
になってくるかもしれません。
　現在、大島の年間イベントは多数あり、
観光関係者はもちろん、各種団体、地域の
有志団体、民間業者など、様々な企画で開
催しております。そこは、観光業者だけに
限らず、島に来た人には、大島を好きに
なってもらいたい、いい印象を持って帰っ
てもらいたいと考えての活動が生み出して
きた結果なのでしょう。時には、その強い
思いから観光客の気持ちになり替わり、島
の観光スポットに対して厳しい意見を寄せ
る人もおられます。それは単なるクレーム
ではなく島を良くしたいの願いからの言葉
であることは伝わってきます。

大島町議会議長

高橋　千香

　最初に述べた島の将来像
を考えるとき、島のイベン
トを含めた大島の観光につ
いて、よくよく検討すべき
時期に来ていると思えま
す。伊豆大島の雄大な自然
を感じられる「裏砂漠」な
ど私個人としては島の秘境、
癒しのスポットとしてより活用していく事
を望みますし、例えば、三原山の与那国馬
のホースセラピー体験はツアー企画に盛り
込めるくらい質の高いものになっていると
思えるものもあります。まだまだ、隠れた
島の魅力を知る人もいるでしょうし、それ
を伝える企画など引き出しつつ、新しい目
玉企画も盛り込み、既存のイベントもより
洗練されたものにしていく事が今の大島に
は必要なのではないかと強く感じます。簡
単なことではありませんが、関係者としっ
かり意見交換をし、様々あるチームが共有
できるものはしていく事。島の観光がバー
ジョンアップするため、力ある先輩方・仲
間とともに、その作業に向い、町民の一人
として、町とタッグを組む議会人として、
しっかり活動していく事をお約束し、新年
のご挨拶とさせていただきたいと思います。

　大島町の皆さま、新年あけましておめでとう
ございます。
　旧年中より、大島支庁の業務へのご理解ご協
力をいただきましてありがとうございます。今
年も二か月に一度、このコーナーを通じて、支
庁が実施する事業等についてご案内してまいり
ます。
　さて、今年は酉年です。酉年は、昔から「商
売繁盛」になると言われています。管内の各島
においては、島内関係者の皆さまの様々な取り
組により来島者数は増加傾向を続けていますが、
楽観は許されません。さらなる来島者の増加を
図り、産業・観光振興を進めていくために、支
庁では、今年も地域の実情に合わせた「商売繁
盛」な一年となるように、様々な取組みをして

まいります。このほか、支庁では、
地震、津波、台風等の災害から生
命および財産を守るために、島民
の命綱ともいえるインフラ整備等にも引き続き
積極的に取り組んでまいります。また、昨年2月
に都立大島公園を含めた3つの椿園が椿を愛する
世界中の方々に認められ「国際優秀つばき園」
の認定を受け、世界の椿園となりました。1月下
旬から開催される椿まつりは認定後初の開催と
なるので、たくさんの方に来園していただき楽
しんで頂けるように関係者とともに準備してま
いります。
　新しい年が、皆さまにとって明るく希望に満
ちた一年となりますことを心よりお祈り申し上
げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

五島をつなぐ  ～支庁の窓～ 東京都大島支庁長　
　吉野　静夫『年頭挨拶－「商売繁盛」な一年となるように』

〈魅力ある伊豆大島を目指して〉
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　平成28年第4回大島町議会定例会が12月12日から15日までの4日間の会期で開催されました。
　町長報告が行われたほか、条例制定や契約締結など12議案の審議行われ、いずれも可決されまし
た。また、7議員による一般質問も行われました。

第  4  回　大島町議会定例会

 町長報告
・平成25年伊豆大島土砂災害追悼式
・平成28年度東京都、大島町、利島村合同総合
　防災訓練
・来島者数および第5回伊豆大島マラソン
・（仮称）竹芝地区開発計画、歩行者デッキ整
　備
・平成28年度主要工事進捗状況
・平成28年度予算要望、施策に関する決議

報　　告
・専決処分事項の報告
　野増地区避難所建設工事請負契約の一部変更

平成28年度補正予算
・一般会計
・介護保険事業勘定特別会計
・後期高齢者医療特別会計

条　　例
・大島町町税条例の一部改正
・大島町国民健康保険税条例の一部改正
・大島町消防団条例の一部改正

契　　約
・透析用監視装置購入契約締結
・ゴジラモニュメント制作委託契約締結

その他
・東京都市町村公平委員会共同設置規約の変更
・人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
・町道の認定

一般質問

　　　　　本宮　悦見　議員
　　　　　・多岐にわたる住民サービス向上のた
　　　　　　めに財政を含む施策をどのように推
　　　　　　し進めるのか
　　　　　・大島医療センターの現状評価
　　　　　・観光振興に資する施策

　　　　　坂上　長一　議員
　　　　　・大島町の健康維持、推進施策と介護
　　　　　　人材不足対応
　　　　　・大島町の教育課題

　　　　　川嵜　和光　議員
　　　　　・大島町の教育水準の向上に向けて
　　　　　・観光客誘致に向けて

　　　　　山田　忠敬　議員
　　　　　・在宅障害者が安心して暮らせる支援
　　　　　　制度の確立を

　　　　　小池　渉　議員
　　　　　・都立大島高等学校の島外からの入学
　　　　　　の受け入れ体制
　　　　　・公共トイレの管理体制

　　　　　橋本　博之　議員
　　　　　・水道料金値上げを回避するため新た
　　　　　　な政策転換を求めます

　　　　　佐藤　勝人　議員
　　　　　・水道管老朽化対策に関して
　　　　　・ごみ収集における課題

平成28年度補正予算

報　　告

条　　例

契　　約

その他
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大島町避難行動要支援者避難支援プラン（全体計画）

及び 大島町避難行動要支援者登録制度の策定

避難行動要支援者に該当します

自分は上表の（1）～（5）に当てはまる項目がある

避難行動要支援者には
該当しません

自ら避難場所や避難所にいけない

避難を支援する家族・知人等がいない

時間帯によっては、
支援する方がいない

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

　災害対策基本法が改正され、平常時から何らかの配慮が必要な要配慮者の中で自力避難ができず、
支援する家族等がいない方を把握し、消防・警察機関、民生委員・児童委員、福祉関係者、自主防災組
織等で名簿を共有することが義務付けられました。また、災害が発生又は発生するおそれがある場合
においては名簿に記載された方の避難支援を推奨するよう設けられました。これに伴い、大島町では
法の改正を受け、避難支援を目的とした『大島町避難行動要支援者避難支援プラン（全体計画）』を策
定しました。
その中で、避難支援が必要な方の名簿、個別計画を作成し、消防・警察機関、民生委員・児童委員、福
祉関係者、自主防災組織等の「避難支援等関係者」、近隣等で避難支援に携わる「避難支援者」に提供
し、平常時から見守りを実施し、災害時には避難支援等の対応を図ります。
登録希望の方は「登録時の注意事項」をご確認いただき、「避難行動要支援者」に該当する場合はご連
絡下さい。

※要配慮者とは・・・
　高齢な方、身体・知的・精神で障がいをお持ちの方、乳幼児等の防災施策において、特に配慮を要す
　る方。
※避難行動要支援者とは・・・
　要配慮者の中で下表に該当し、なおかつ自力で避難することができない方及び避難に時間を要する
　方等で、支援する家族がいない、または家族などの支援だけでは避難が困難で円滑かつ迅速な避難
　の確保を図るため、特に支援を必要とする方。

※施設入所者については、「避難行動要支援者」に該当しません。

登録時の注意事項
１．避難行動要支援者に該当するか、図でご確認して下さい。

（1） 一人暮らし又は高齢者世帯のうち自ら避難することが困難な方

（2） 介護保険法による要介護度1～5の認定を受けている方

（3） 身体・知的・精神で障がいをお持ちの方

（4） 在宅治療又は療養等の方

（5）
上記（1）（2）以外で民生委員・児童委員、大島町地域包括支援センターおよび大島社
会福祉協議会等の情報により、町長が災害時に避難支援等が必要と判断した方

※要配慮者とは・・・

※避難行動要支援者とは・・・

※施設入所者については、「避難行動要支援者」に該当しません。
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このたびの制度は、実際に避難したくても自力で避難できない方を地域の力で支援する制度です。
大島町は自分の身は自分で守る『自助』と住民が共に助け合う『共助』の推進を図っています。
住民の皆様にも制度の趣旨をご理解いただき、ご協力をよろしくお願いします。

火山活動の解説　～平成28年11月の概況～
　地殻変動の観測では、短期的な膨張や収縮を繰り返しながら、長期的には地下深部へのマグマ供
給によると考えられる島全体の膨張傾向が続いています。11月18日に実施した現地調査では、三原
山山頂火口周辺の噴気の状態や地中温度等に異常はありませんでした。噴火の兆候は認められませ
んが、山体の膨張が継続していることから、今後の火山活動に注意してください。噴火警戒レベル
は１（活火山であることに留意）です。伊豆大島は活火山であるため、突発的な火山灰の噴出等に
注意してください。　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　火山防災連絡事務所　☎ 2－1166

2．登録について
　　登録する際には、登録者本人もしくはご家族から同意をいただき、身体の状況、緊急連絡先等の情
　報を「避難支援等関係者」、「避難支援者」に提供致します。
　　また、登録者本人もしくはご家族の方に緊急連絡者2名、避難支援者2名を選出していただき、選
　出された方の同意を取っていただきます。
　　
緊急連絡者　家族・親族等の身内　大島町に居住していなくても登録は可能
避難支援者　災害が発生または発生するおそれがある場合、実際に避難を支援してくれる方
　　　　　　日頃からお付き合いがある近隣の顔なじみの方
避難支援等関係者　東京都・大島町の行政機関、消防・警察機関、民生委員・児童委員、福祉関係者
　　　　　　　　　自主防災組織等
3．「避難支援者」の役割
　　避難支援者に選出された方は、町から「避難準備情報」「避難勧告・指示」が発表された場合、当
　該避難行動要支援者を避難所までの避難の支援をお願いします。
　　台風、大雨、噴火や突発的に発生する地震、津波、火災等の災害にすばやく対応が図れるように避
　難支援者の皆様には、避難所まで避難の支援をしていただきます。ただし、「避難支援者」は任意の
　協力により行われるものであって、責任を伴うものではないこと。また、「避難支援者」の不在や被災
　などにより「避難行動要支援者」の支援が困難となる場合もあります。「避難行動要支援者」も自分
　から「避難支援者」、「避難支援等関係者」に助けを求めるなどのできる範囲での自分の身は自分で
　守るという心がけをいつも持ちましょう。
4．申請方法
　　　申請を行う場合は以下の連絡先までご連絡下さい。
　　　町で調査を行い、自力で避難が可能と判断した場合は、登録されないこともあります。

※制度に関する問い合わせ　防災対策室防災係　☎ 2－0035
5．個人情報について
　　　避難行動要支援者の避難支援に携わる方には守秘義務があり、個人情報を適切に取り扱うこと
　　になります。支援に携わる人から第三者に個人情報を提供することを禁止しています。
　　　『大島町避難行動要支援者避難支援プラン（全体計画）』、『大島町避難行動要支援者登録制
　　度』は町役場、各出張所、大島町ホームページにて閲覧できます。

表の（1）（2）に該当またはご高齢の方 住民課介護保険係 2－1462

表の（3）（4）に該当または障がいをお持ちの方 福祉けんこう課福祉医療係 2－1471
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還付を伴う確定申告等はお早めにどうぞ！!
　所得税還付申告は、ひと足早く2月1日（水）より、開発総合センター１階青年室に受付窓口を開設し
ます。医療費控除や雑損控除、寄附金控除等の還付申告や所得税を計算した結果、還付になり得そう
な方も、受付窓口の空いているこの時期をご利用ください。なお、医療費控除の申告には、自己で作成
した明細書が必要ですので、受付窓口に用意したひな形をご利用ください。
　申告等の手続きには今年から個人番号（マイナンバー）の記載が義務付けられております。申告受付
時には個人番号カード、もしくは通知カードおよび本人確認書類（運転免許証・保険証・パスポート・身
体障害者手帳・在留カードなどの写し）が必要となりますのでご注意ください。
　また、平成25年10月の台風26号により被害を受けた方で雑損控除等の申告がある場合は、昨年度の
申告書が必要となりますので忘れずにお持ちください。
　通常の確定申告は2月16日（木）からです。

●所得税等の確定申告相談
　芝税務署職員や東京税理士会による申告相談を行います。土地・建物・株式
等の譲渡所得や贈与税の申告は、必ずこの機会に相談、提出してください。
　日　時　2月22日（水）午後2時～4時
　　　　　2月23日（木）午前9時～午後4時（正午～午後１時はお昼休み）
　　　　　2月24日（金）午前9時～午後4時（正午～午後１時はお昼休み）
　場　所　開発総合センター　１階　大会議室
●住民税の申告
　住民税申告の受付は、各出張所・税務課窓口で、平日の業務時間内いつでも受け付けておりますので、
早めに申告してください。なお、例年各地区で行っている住民税（確定）申告の出張受付は以下の通り。
　①3月  4日（土）午前9時～午後3時　差木地公民館
　②3月１１日（土）午前9時～午後3時　岡田コミュニティーセンター
●事業主は給与支払報告書の提出を！
　法人事業主や個人事業主は、雇用人に支払った給与の年間総額と源泉徴収税額などを記載した給与
支払報告書を作成し、総括表と共に提出することが税法で定められています。（※今年から総括表に法
人番号の記載や個人別明細書に従業員の個人番号の記載が義務付けられています。）
　平成28年分給与支払報告書の提出は、1月31日までですので遅れることのないよう税務課へ提出し
てください。町へ提出する「給与支払報告書」は税務署に提出する者の範囲と異なり、臨時職員（パー
ト・アルバイト等）や中途退職者を含めたすべての受給者分を漏れなく提出してください。
　なお、複写となっている源泉徴収票は、所得の証明や確定申告等の資料として必要ですので、必ず本
人に配付してください。
[対象となる給与等]
・正社員・パート等に関わらず、平成28年１月１日～12月31日に支払った給与・賃金・賞与の合算額。
[摘要欄記載上の注意]
・住宅取得控除は居住開始年月日を必ず記入してください。
・控除の対象となる配偶者や扶養親族の氏名・続柄・生年月日を記載してください。※要個人番号記載。
・所得税の控除対象とならない16歳未満の扶養親族も氏名・続柄・生年月日を必ず記載してください。
　※要個人番号記載
[提出時の注意]
・原則、法人事業および個人事業は平成29年度から特別徴収となるので、普通徴収を選択する場合は、
普通徴収切替え理由書を一緒に提出し、特別徴収者と普通徴収者を分けて提出してください。普通徴
収切替え理由書は税務課窓口、各出張所窓口にあります。

※要個人番号記載
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　屋内配線や電気器具は、古くなったり水をかぶった
りすると電気が漏れ「漏電」が発生します。漏電して

いる電気器具に触れてしまうと電気は人の体を通り大地に流れてしまい、「感電」いたします。洗濯機
や電子レンジなどの水回り機器には、緑色のアース線がつけられております。漏電した電気はアース線
を通じて大地に流し感電を防ぐことができるため、感電防止対策としてアー
ス線を正しく取付てください。また、漏電遮断器を設置していれば、漏電が
発生したときに自動的に電気を切って漏電による火災や感電事故を未然に防
いでくれます。漏電による感電は体に強いショックを与え、場合によっては
人命にかかわることもありますので、濡れた手で電気器具を触らないなど十
分注意してください。日頃より電気を安全にお使い頂くために、電気器具を
正しく取扱っていただけますようお願いいたします。
問い合わせ　東京電力パワーグリッド㈱　大島事務所　☎ 2－2341

東京電力からのお知らせ

↑電灯分電盤

　「老齢厚生年金」「老齢基礎年金」などの、老
齢（退職）を支給事由とする公的年金は、税法

上「雑所得」として所得税の課税対象となります。年間受給額が65歳未満で108万円以上、65歳以上で158
万円以上の方については原則として所得税を源泉徴収することになっています。（※扶養親族等の有無によ
り異なります。）日本年金機構では、平成28年中に源泉徴収している年金受給者に対して１月中に源泉徴収
票を送付しますので、失くさないように大切に保管してください。（年金以外に給与収入等があり確定申告
をする場合や、源泉徴収の還付を受ける際に添付が必要になります。）
　なお、源泉徴収票を紛失された場合は再交付ができますので、下記問い合わせまでお申し出ください。
※「障害年金」や「遺族年金」は非課税ですので、源泉徴収票の送付はありません。
問い合わせ　ねんきんダイヤル　☎ 0570－05－1165　　住民課国保年金係　☎ 2－1462
　　　　　　※050から始まる電話からは　☎ 03－6700－1165

◆「源泉徴収票」が送付されます◆

●東京税理士会から
　税理士資格のない者が税金の相談、税務書類の作成、税務の代理をすることは法律で禁じられてい
るばかりでなく、専門的知識が欠けている等により依頼者が不測の損害を被るおそれもあります。
 にせ税理士およびにせ税理士法人にご注意ください。
 税理士は　税理士証票を携帯し、税理士バッジを着用しています。 問い合わせ　税務課 ☎ 2－1465

　東京都と大島町では、平成29年度から個人住民税の特別徴収を徹底することにしています。事業
主の皆さまは、特別徴収への自主的な切替えを行うなど、特別徴収の実施に向けてご準備くださる
ようお願いします。

　事業主の方（特別徴収義務者）が従業員の方（納税義務者）に代わり、毎月給与から
個人住民税を差し引き、納入していただく制度です。
※従業員が常時10人未満の場合は、従業員がお住まいの区市町村に申請書を提出し承認を受けるこ
　とで、年12回の納期を年2回にすることができる「納期の特例」の制度があります。

　所得税の源泉徴収義務がある事業主の方は、特別徴収義務者として、個人住民税を特別徴収で納
入することが法律で義務付けられています。

　特別徴収にしていただくと、所得税のように、税額の計算や年末調整をする手間がいりません。
■詳しくはホームページをご覧ください。

問い合わせ　税務課　☎ 2－1465東京都　特別徴収

個人住民税PRキャラ
「ぜいきりん」

特別徴収とは？

特別徴収義務者となる事業主の方

特別徴収のメリット

事業主の皆さま　平成29年度から個人住民税の特別徴収を徹底します！
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島内（来庁者等）　
▶11月10日～11日ジオパーク再審査▶11日国保運営協議会（副町長代理）▶12日大島ゲートボール大
会親善大会（副町長代理）▶13日火災予防パレード（副町長代理）▶14日総合教育会議／大島町防災
会議▶15日大島町表彰審査委員会▶16日東京海区漁業調整委員会（副町長代理）▶21日東京都・大島
町・利島村合同総合防災訓練▶27日伊豆大島Ｃ級グルメ選手権（副町長代理）／合唱団「つばき」定期
演奏会（副町長代理）▶12月1日民生委員新任・現任・辞任式（副町長代理）／辞令交付▶2日伊豆大島
噴火30周年実行委員会▶3日東京2020オリンピック・パラリンピックフラッグツアーセレモニー▶5日
大島町議会運営委員会▶7日交通功労者表彰式
島外 
▶11月11日東京都市町村長協議会▶12日あきる野市産業祭開会式▶16日全国町村長大会／島しょ地域
保健医療協議会▶17日水産業振興･漁村活性化推進大会、定期総会／納税表彰式▶18日簡易水道整備
促進全国大会▶24日施設運営委員会／委託契約大学付属病院訪問▶28日伊豆諸島・小笠原諸島地域
力創造対策協議会 他▶29日～30日東京都町村会管外町村行政視察

町 長 の う ご き 11月10日～12月9日

　花に関わる日本最大級のイベント「第66回関東東海花の展覧会」が開催されます。このイベント
は花の一層の消費拡大を図ることを目的として、関東東海地域の1都11県、花き関係6団体の主催で
開催されており、今年も大島町から花き生産者が育てた自
慢の切花や切葉などが出品されます。
【一般公開日時】　　
　　　平成29年2月3日（金）正午～午後5時
　　　　　　　　  4日（土）午前10時～午後6時
　　　　　　　　  5日（日）午前10時～午後12時30分
【開催会場】サンシャインシティ文化会館　
　　　　　　2階展示ホールD（東京都豊島区東池袋3－1）
【入 場 料】無料
　　　　　　　　　問い合わせ　観光産業課　☎ 2－1446

　（平成28年12月20日現在）
平成28年  3月15日　大島町ホームページに掲載（大島町総合戦略）
平成28年  3月30日　平成27年度一般会計3月補正予算議決（補正額90,132千円）
平成28年  4月  1日　広報おおしま4月号にて町長所信表明記事掲載
平成28年11月 4 日　平成28年度一般会計11月補正予算議決（補正額100,272千円）
平成28年12月 6 日　ゴジラ像建設計画の白紙撤回を求める住民の会からの陳情書提出
平成28年12月15日　平成28年度12月議会議決（モニュメント制作費170,162千円）

※ゴジラモニュメント制作に関しては、住民の方からの陳情等を踏まえ近々臨時議会を
　開催する予定です。

問い合わせ　観光産業課　☎ 2－1446

「伊豆大島ゴジラアイランド化計画」の議会議決・周知等

「第66回関東東海花の展覧会」が開催されます！

※ゴジラモニュメント制作に関しては、住民の方からの陳情等を踏まえ近々臨時議会を
　開催する予定です。
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　第20回大島町立小中学校連合作品展を開催します。児童・生徒が日常の授業の中での表現力や創
造性を発揮し、自らの創意と工夫を重ねて制作した
作品を展示しますので、ぜひご覧ください。また、
室内履きをご持参ください。
日　時　1月13日（金）～17日（火）
　　　　午前9時～午後4時30分　※最終日は午後3時まで
場　所　つばき小学校　体育館
駐車場　右図の色線で囲んだ所になります。
問い合わせ　教育文化課学校教育係　☎ 2－1453

市村
クリーニング

↓
役場

つばき小

北部← →南部

場

給食センター
↑

駐
車
場

小中学校連合作品展

平成29年度 保育所入所面接について
＊平成29年度の保育所入所面接を下記日程にて行います。
　面接対象者（児童）　　
・平成29年4月より新規入所申込みをされた方
・支給認定および現況届を『就労』以外で提出された方
　新規入所の方は家庭状況調査等のため面接を行いますので対象児童を同伴の
上、必ず受けてください。継続希望者のうち、入所要件等の再確認が必要な方
は事前連絡をしますので、面接を受けてください。

注意事項
※面接は受付順です。
※面接は第１希望保育所のみ面接に行って
　ください。
※アレルギーがある児童の保護者の方は直
　近の指示書（診断書）をお持ちください。
　（役場へ提出した資料が検査書のみの場
　合は診断書が必要となりますのでご注意
　ください。）
問い合わせ　福祉けんこう課
  　　　　　　子育て応援係　☎ 2－1471

保育所名 定員 面接日時 面接場所

町立
元町保育園 90名 2月10日（金）

午前9時30分～

各保育園

町立
岡田保育園 50名 2月6日（月）

午前9時30分～

町立
差木地保育園 30名 2月8日（水）

午前9時30分～

私立
北ノ山保育園 80名 2月9日（木）

午前9時30分～

私立
波浮保育園 40名 2月7日（火）

午前9時30分～

金子兜太 いとうせいこうが選
んだ「平和の俳句」
選者  金子兜太 
　　  いとうせいこう
発行　小学館
東京新聞ほか三紙の
朝刊に、一日一句掲載
された、読者からの投
稿作品をまとめた一
冊。
雪の文様
著者　高橋喜平・高橋雪人
発行　北海道大学図書刊行会
古くから日本で愛された雪の文
様。様々なデザインを文と写真で
紹介。

お金さえあればいい？
子どもと考える経済のはなし
(児童から)
著者　浜矩子
発行　クレヨンハウス
子どもから大人まで学
べる経済学の絵本。

日本人のしきたり
編著　飯倉晴武
発行　青春出版社
　　　(新書)
正月等の年中行事やし
きたりを紹介するとと
もに、歴史的な由来を
探っていく。

おしいれ電車(児童から)
作　最上一平　
発行　講談社
おしいれの中で思
い出すのは運転士
だったお父さんの
こと…。他にも獣
医さんや警察官など、おはなし
を楽しみながら仕事がわかるシ
リーズ全10冊。

現代用語の基礎知識2017 
(禁帯出) 
発行　自由国民社

駐車場 右図の色線で囲んだ所になります。
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　前回の噴火から30年という節目を重要
な契機と捉え、火山防災力を高める様々な
取り組みを行ってきた「1986年伊豆大島噴
火30周年事業」は、12月17・18日のシンポ
ジウムで総括の日を迎えました。伊豆大島
という火山島の上で生きる私たちが、子供
や孫、その先の世代まで、安心安全に暮ら
し続けるために知っておくべきこと、考えて
おくべきことをわかちあう貴重な二日間と
なったことをご報告します。
　北海道大学名誉教授の岡田弘先生から
は、「次の噴火にどう向き合うか・・・内外
の直撃回避の減災例から学ぶ」というタイトルで基調講演をいただきました。火山を知り、火山から学
ぶことで、噴火の被害軽減は成し得ることであり、キーパーソンの存在と人々のネットワークが大切で
あるというメッセージを受け止めました。記念講演では、川邉禎久先生から「30年前の噴火－何が起き
たのかー」について、当時の貴重な映像と最新の研究成果を交えたお話をいただきました。

　二日間を通し、小学校児童による防災教育
チャレンジプランの成果発表、三宅島の全島
避難体験、1986年噴火体験談、そして火山防
災に関わる取り組みの発表が行われ、最後に
火山観光・防災まちづくりを考えるパネルデイ
スカッションを迎えました。噴火の際の防災
対応と、平時における火山観光をうまく融合さ
せる取り組みにむけた活発な意見が交わされ、
火山と共に生きる次世代へのメッセージと三
辻町長のあいさつでシンポジウムは幕を閉じ
ました。

2日間に渡り、『シンポジウム』を開催!!

防災コラム『伊豆大島ジオパークと防災』
　海に囲まれた火山島に生きる私たちは、自然災害のリスクに常にさらされて
います。しかし、視点を変えると、伊豆大島ジオパークは、生きている地球の
鼓動と体温を身近に楽しく感じながら、地球を理解し、人とジオの相互作用を
理解する最高のフィールドといえます。さらに、自然に向き合い、目の前の
風景の意味や成り立ちを読み解く力を養い、自然災害に備えて減災・防災力を身につけたり、
地域特性に適応し、限りある資源の中で、たくましく生きてきた先人の知恵や文化を学ぶ教
材となる見どころが島じゅうにあふれています。当町は、ジオパークの仕組みを通して、こ
のような島の財産である地域資源を活用し、自然の営みと共に生き、人と人との確かなつな
がりで災害に強い島、豊かで安全で活気あふれる島を目指して取り組んでいきます！

1986年伊豆大島噴火30周年事業
『火山と共に生きる～次世代へのメッセージ』　　　　　　　　　　　　』』

特集
vol.6
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　「島リズム」を笑顔と元気で表現する「スーパ
ーあんこ娘」（中学生以上）と「スーパーあんこ
キッズ」（小学生）を募集します。椿まつりパレー
ドや夜まつり、地域振興イベントに参加しません
か？東京より指導者が来島し、練習をしますので、
皆様のご参加をお待ちしております。
日時　各日午後2時～
　　　①１月14日(土)・15日(日)
　　　②1月21日(土)・22日(日)・28日(土)
練習場所　①北の山地域センター体育館
　　　　　②つばき小学校体育館
問い合わせ  スーパーあんこ事務局（土屋・川島）
　　　　　  東海汽船大島営業所内  ☎2－4380

 ツイッター始めています！
　大島支庁と町役場観光産業課で
はツイッターを活用し、様々な情報
を発信しています。みなさまもぜひ
ご覧ください。

【大島支庁】　@ooshimashicho  
【観光産業課】@kankou_sangyou 
問い合わせ　　観光産業課　☎ 2－1446
　　　　　　　支庁総務課　☎ 2－4411

　今年も、椿まつり期間中の「夜まつり」を実施
します。島内外のお友達を誘って出かけません
か？
開催日時　2月3日～3月19日の金・土・日曜日
　　　　　午後7時30分～9時
開催場所　元町港船客待合所
問い合わせ　観光協会　☎ 2－2177

椿まつりを盛り上げよう!
スーパーあんこ娘＆
    スーパーあんこキッズ募集

椿まつり「夜まつり」開催!!

第62回　椿まつり開催!

開催日　平成29年2月12日（日）　
種　目　10㎞（役場～けんこうセンター折返し）
　　　　  5㎞（役場～郷土資料館入口折返し）
　　　　※一般男子5㎞は表彰非対象
申込方法　観光産業課・各出張所に用意の申込書に記入し、封書に
て指定場所へ送付してください。また、インターネット受付も可能
です。当日エントリーはできませんのでご注意ください!
申込締切　１月12日（木）※郵送は必着　参加通知　1月23日（月）より順次発送予定
申込定員　1,200名
問い合わせ　エムスポエントリーデスクカメリアマラソン係
HP　http://www.mspo.jp/camellia/　☎ 042－370－7431（平日午前10時～午後6時）

第46回カメリアマラソン参加選手募集!
参加料無料

　島内随一のイベント「椿まつり」が開催されます。今年も様々な催しが開催されますので、島民の方もぜひ
参加して観光復興を盛り上げましょう！
【１月スケジュール】 オープニングセレモニー江戸みこしとあんこパレード

　1月29日（日）午前8時40分～正午　大島町役場周辺
　鏡開きと郷土芸能を披露します！江戸みこしは迫力満点です！
　　椿プラザ
　　1月29日（日）～3月26日（日）　午前9時～午後3時30分　大島公園会場
　　屋台はもちろん、「大島民謡」や「あんこの手踊り」など郷土芸能が楽しめます！
観光復興キャンペーン継続中！
　東京都宿泊割引券 島内宿泊施設に宿泊し、かつ現地で支払決済される方に1泊につ
き3,000円の宿泊割引を実施しています。本当にお得なキャンペーンとなっていますので、
この機会に島外にいる友人や知り合いを呼びましょう！

期　間　平成29年3月31日の宿泊分まで（上限2泊）※利用状況より期限前に終了することがあります。
　　　問い合わせ　大島観光協会　☎ 2－2177

1986年伊豆大島噴火30周年事業
『火山と共に生きる～次世代へのメッセージ』　　　
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ロケット・コラム①　～ひきこもりとは～
　『ひきこもり』とは、さまざまな要因によって社会的な参加の場面がせばまり、長期にわ
たって就労や就学などの自宅以外での生活の場が失われている状態をいいます（近所の買い

物など外出しているものも含む）。若者に限らず、40～50代まで続いている場合もあります。ひきこもりが
長期化することで、年齢相応の学習や社会経験の機会を逃すだけでなく、再びチャレンジできる場が徐々に
減り、さらにはひきこもっていた時期そのものが就労で障害となりやすいことなどから、長期化したひきこ
もり状態から再び社会参加することは大変難しくなるでしょう。仮に現在、ひきこもることで安定を得られ
ていたとしても、長期間社会的な交流がほとんどないことで、精神的な健康を損なう原因にもなります。
　一方で、「甘えているだけ」「怠けている」と見られがちですが、その原因はさまざまで、本人はもちろん、
家族も見通しが立たないことで大きな不安や焦り、葛藤を抱えていることが少なくありません。ひきこもり
は、抜け出すことができます！少しずつできるところから一緒に考えますので、一人で悩まずに、まずは相談
してみませんか。ひきこもりに悩む本人やご家族、ご友人等からの相談をいつでも受け付けています。
問い合わせ　福祉けんこう課けんこう係　☎ 2－1482　 kenkou-center@town.oshima.tokyo.jp

◎臨時認知機能検査・臨時高齢者講習制度が新設されます！
　75歳以上の運転免許を持っている方が「認知機能が低下した場合に行われやすい一定の違反行
為」をした場合、臨時の認知機能検査を受けることになります。この臨時認知機能検査結果により、
「認知機能が低下しているおそれがある（機能低下）」と判断された場合には、臨時高齢者講習を
受けることになります。
※一定の違反行為（18の基準行為）～信号無視・通行禁止違反・通行区分違反・進路変更禁止違反
　など
◎臨時適性検査制度の見直し
　検査制度の対象が見直され、「医師の診断書提出命令」制度が新設されます。更新時および臨時
認知機能検査で、「認知症のおそれがある（第１分類）」と判定された場合、椿事適性検査の受検
又は医師の診断書の提出が命ぜられます。
●臨時認知機能検査や臨時高齢者講習を受けない場合、医師の診断書を提出しない場合には運転免
許の取消し又は停止となります。
◎高齢者講習の見直し（※現行の高齢者講習は2時間30分）
更新時の認知機能検査の結果により、高齢者講習の内容・時間が変わります。
・75歳未満の方は高齢者2時間講習
・75歳以上の方で認知機能検査結果が「認知機能が低下しているおそれがない方（第3分類）」は
　高齢者2時間講習
・75歳以上の方で認知機能検査結果が「認知機能が低下しているおそれがある方（第2分類）」と
「認知症のおそれがある方（第1分類）」は高齢者3時間講習

　貨物自動車による交通事故の削減と、若年者の雇用促進のため普通自動車・中型自動車・大型自
動車に加えて、車両総重量3.5トン以上7.5トン未満等の「準中型自動車」が新設され、これに対応
する免許として18歳以上の者が取得できる「準中型免許」が新設されます。
●改正前の普通免許又は中型免許を受けている方は、改正後も同じ範囲の自動車を運転することが
できます。
（例：改正前の普通免許は車両総重量5トン未満および最大積載量3トン未満の限定が付された準中
型免許とみなされます）

問い合わせ　警視庁運転免許本部　☎ 03-6717-3137（代表）

大島警察署からのお知らせ!!
　　　　　　　　　  平成29年3月12日施行
【高齢運転者関係】

【準中型免許関係】



15平成29年1月号 広報おおしま

行 政 相 談
　行政への苦情、意見、要望などを相談員が聞い
てくれます。ご利用ください。
日　時　1月25日（水）　午前10時～午後2時
場　所　開発総合センター    相談員　安本近志

　東京都では、島しょに居住される方を対象として、弁護士の法律相談
（電話相談）を実施しています。相談は無料です。相談者のプライバシー
は固く守られていますので安心してご相談ください。
相談日　月・水・金曜日　※祝祭日はお休みします。
相談時間　午後1時～ 4時
　※当日お待ちいただくことのないよう、事前予約も受付けています。
　※事前予約は、月～金曜日の午前9時～午後5時（祝祭日除く）にお願いします。
相談・予約・問い合わせ　東京都生活文化局広報広聴部都民の声課　☎ 03－5388－2245

月・水・金
休 4 6
休 11 13
16 18 20
23 25 27
30

1月の相談日

司法書士無料法律相談
　私達は、「どこに相談していいのか分からな
い」といった漠然とした悩みから、具体的な悩
みまで、面談による相談をおこないます。
日時 1月11日（水）　時間 午前11時～午後2時
場所 開発総合センター　料金 無料
問い合わせ　東京司法書士会
　　　　　　　☎ 03－3353－9191

東京三弁護士会による法律相談

お気軽に
ご相談ください

東京法務局 特設登記所

冬の教育相談会
　大島町教育相談室では、学校生活における
様々な問題についての相談・助言を行っています。
「秋の教育相談会」に続き、児童精神科医と臨床
心理士を招き、より専門的な教育相談を行います
ので、この機会に是非ご利用ください。
日　時　2月１3日（月）午前9時～午後5時　
場　所　教育相談室（野増地域センター2階） 
申し込み方法　2月3日（金）までに在籍する小中
学校、教育相談室、教育委員会ご連絡ください。 
問い合わせ 教育相談室（白井・青山）☎2－4544

　東京都では母子家庭又は父子家庭の方々が経
済的に自立して、安定した生活を送るために修
学・就職等の目的により12種類の資金を無利子
または低利でお貸ししています。また、配偶者の
いない女性を対象に、女性福祉資金の貸付もあり
ます。
　貸付申請にあたっては事前相談が必要となり
ますので、詳細は下記へお問い合わせください。
問い合わせ　大島支庁総務課福祉担当

☎ 2－4421

東京都母子・父子・女性
　　　福祉資金貸付のごあんない

電話で弁護士に相談できる「島しょ法律相談」

　 東京三弁護士会による法律相談が開催されます。相談をご希望の方は、この機会をご利用ください。
日　　時　1月18日（水）　午前11時～午後4時30分・1人40分以内
　　　　　　※予約が必要です　次の予定…2月15日（水）
場　　所　開発総合センター　相談内容　無料一般相談（当日のみ）
予約受付　平日の午前9時30分～午後5時（正午～午後1時を除く）
主　　催　東京弁護士会・第一東京弁護士会・第二東京弁護士会
予約・問い合わせ　法律相談センター　☎ 03－3595－8575

日　時　1月11日（水）午後1時～4時
　　　　　  12日（木）午前9時～正午
　　　　　　　　　　   午後1時～4時
　　　　　  13日（金）午前9時～正午
場　所　開発総合センター　1階
受　付　予約不要・終了時間30分前まで受付
　　　　※お手持ちの資料を持参ください。
問い合わせ
東京法務局不動産登記部門 ☎ 03－5213－1330
法人登記部門（商業・法人）☎ 03－5213－1337
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40代、50代のみなさん！ちょっと注目！
高齢の方だけではなく
　　　　　 今から、認知症予防ですよ

◆「親子で歯科チェック相談」予約制（日程調整できます）けんこうセンター 他

◆「離乳食教室」（3～4カ月児）12日（木）（健診と同時開催）

◆「栄養離乳食相談」6～7・9～10カ月児健診時　11日（水） 医療センター

◆「親子スマイル教室」（1歳半以上の未就園児）16日（月）午前10時30分～（受付15分前）けんこうセンター

問い合わせ　福祉けんこう課けんこう係〔保健師・看護師・栄養士・歯科衛生士〕☎ 2－1482

対　象　住民の方（赤ちゃん～高齢者の方まで）
内　容　保健師・栄養士・歯科衛生士による各種相談
問い合わせ　福祉けんこう課けんこう係　☎ 2－1482　　　　※電話による相談も受付けています。

『無料けんこう相談』（保健師・栄養士・歯科衛生士）予約制

4月 早起きして朝食をきちんと食べよう

5月 いろいろな栄養をバランスよく摂ろう

6月 飲み込む前にあと10回多く噛もう

7月 歩幅をあと10ｃｍ広げて大股で歩こう

8月 行きつけの場所を３ヶ所以上つくろう

9月 ちょっと空いた時間に筋トレしよう

10月 寝る前はリラックスして脳を癒そう

11月 お酒は控えめに、1合を10分以上かけて

12月 禁煙しよう、煙草は病気の危険因子

　全ての文字を組み合わせる
と二つの県名になります。
何処の県でしょうか？

答えはページの下にあります。
問い合わせ　住民課介護保険係　☎ 2－1462

答え　かながわ県　しずおか県

シリーズ⑩連載…認知症予防⑩…
　4月号から始まった認知症シリーズもいよいよ最
終回です。実行してきましたか？

そして今月は
健診を受けて数値を知る、リスクを減らす

～自分の体をメンテナンス、年に一度の健診を～
●健診後の診察で、「まあまあいいでしょう」と言
　われ安心していませんか？数値が境界域なのかど  
　うか、健診結果に関心を持ち改善しましょう。
・認知症機能低下のリスクと深く関わっているのは
赤血球数、HDL（善玉）コレステロール値、アルブミ
ン値の3項目です。それぞれ鉄分、脂質、タンパク質
の状態を表わしており、数値が低いと低栄養状態か
ら将来認知症になるリスクが高まります。
・その他に認知症のリスクに関係する項目として、
血圧、空腹時血糖値、HbA1c、総コレステロール値、
LDL（悪玉）コレステロール値、中性脂肪、ヘモグロ
ビン値の7項目も挙げられます。
　これらの10項目の異常値を指摘されたら早めに
改善をしましょう。
問い合わせ　住民課介護保険係　☎ 2－1462

生活習慣病の予防に、健康づくりに取組ましょう。

日時　1月11日（水）・25日（水）
　　　2月 1日（水）・22日（水）
会場　開発総合センター
①午前10時～②午後7時～
　　　　と1日に2回開催！
講　師　川島　恵子先生
持　物　タオル、水分補給用の飲物、運動靴
問い合わせ　町役場住民課国保年金係
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 2－1462

健診を受けて数値を知る、リスクを減らす
～自分の体をメンテナンス、年に一度の健診を～

ま る ご と けんこう

◆リズムに合わせて♪健康エアロビ教室!

脳トレ問題

か

し
が お

わ ず
な

か
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がん検診（無料・予約制）

お正月・新年会を楽しく!
～お正月・新年会での
　　食べ過ぎ予防法～
　お正月は会食等が多くなります。
知らぬ間の高血糖や高血圧に注意！
①アルコールはほどほどに、休肝日をとる
②食べる順番は『野菜⇒おかず⇒炭水化物』
③お餅・麺類・パンなど炭水化物の重ね食べNG！
④塩蔵品や甘すぎるおせち等に注意！
⑤糖分入り飲料（ポカリ・缶コーヒー）に注意！
⑥一口ずつゆっくりよくかんで食べる
⑦1日20分位のウォーキング等の有酸素運動！
♪毎日の食事は、健康に直結しています！

　♥食事相談等、健康増進を
　　　　　　　　　　サポートいたします♥

まずは、お電話をお待ちしています。
　問い合わせ・相談　
　　　　　福祉けんこう課けんこう係　
　　　　　　　　　　　栄養士　☎ 2－1482

「Baby Class」
ベ ビ ー 　 　  ク ラ ス

（予約不要）

「ことばの相談室“ぶばりあ”」

「くれよん相談♥心理相談」予約制
「ことばが遅い気がする」「育てにくさを感じ
る」「ストレスが解消できない」など、お母さ
ん一人で悩んでいませんか？それぞれのお悩
みに合わせて解決方法を一緒に考えます。お
気軽に問い合わせてください。
日　程　１月19日（木）、20日（金）
場　所　大島けんこうセンター
対　象　乳幼児と保護者、保育園など
持ち物　母子手帳
問い合わせ　福祉けんこう課
　　担当：保健師　☎ 2－1482

実 施 日　通年実施（火・木・月1回日曜日）
　　　※子宮がん検診のみ日曜日はありません。
対　　象　20歳以上の住民の方
実施場所　医療センター
予約受付　予約専用ダイヤル　☎ 2－2346
　　　　　平日の午後1時30分～4時30分
問診票セットの受け取り場所
　　福祉けんこう課・各出張所・医療センター
　※検診内容についてはお問い合せください。
問い合わせ　福祉けんこう課けんこう係

☎ 2－1482

　ことばやきこえに心配があるお子さんにつ
いて、言語聴覚士が相談・助言を行います。
事前に電話でご予約下さい。
日　程 1月25日（水）、26日（木）、27日（金）
場　所　大島けんこうセンター
　　　　　　担当：保健師　☎ 2－1482

　虫歯予防・歯周病予防・口臭予防・お口の健康のための基本としては、歯ブラシやデンタルフロ
ス・歯間ブラシで毎日のブラッシングを行う必要がありますが、下記の場合は洗口液を有効的に利
用してみましょう。
・夜アルコールを飲んで、殆ど毎日そのまま寝てしまう場合（せめて洗口液でのうがいが効果的）

➡年末から今月は飲む機会が増える方も多い時期なので是非、お勧め。
・外出先などで歯ブラシがなく歯磨きできない場合　・手軽に口臭予防や歯肉炎予防をしたい方
・妊娠中でつわりがひどく歯ブラシを使えない方  
・高齢者で歯磨きをするのが難しい方 
※使い方は通常の歯磨きをした後の仕上げや就寝前などに使用し、適量を口に含み、
　20～30秒程ブクブクうがいをした後に吐き出し、その後口はすすがなくて大丈夫です！ 
注意「液体ハミガキ」は練歯磨きの液体版なので用途が違い、電動ブラシに適するものです。

問い合わせ・相談先　福祉けんこう課　歯科衛生士　☎ 2－1482
注意「液体ハミガキ」は練歯磨きの液体版なので用途が違い、電動ブラシに適するものです。

　

対　象　生後3・4ヵ月～1歳頃のお子さん
日　時　１月１１日（水）
　　　　午前10時30分～11時30分
場　所　子ども家庭支援センター
内　容　ベビーマッサージ・手遊びなど
持ち物　母子手帳・バスタオル・ミルク など
問い合わせ　福祉けんこう課けんこう係
　　　　　　担当　保健師  ☎ 2－1482

問い合わせ　福祉けんこう課けんこう係　☎ 2－1482

歯のお得情報!!「洗口液を上手く利用しましょう」

　※検診内容についてはお問い合せください。

予約制

➡年末から今月は飲む機会が増える方も多い時期なので是非、お勧め。

洗口液
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　昨年12月9日に第29回日本ジオパーク委員会が開催され、11月9～11日に行われた現地審査の報告を
もとに審議された結果、伊豆大島ジオパークは「日本ジオパーク」として再認定されました。審査講評
は以下のとおりです。

《日本ジオパーク委員会による講評》
　前回、条件付き再認定となった後、ジオパークの位置付けの明確化やジオパークを推進する町の
認識の向上、ジオパーク推進組織の体制の見直しなど多くの課題の改善が認められる。以前より活
発に行われていた住民活動はレベルアップしており、それに新たな地域住民が加わりジオパーク活
動の裾野が確実に広がりを見せている。気象庁や環境省、東京都などの支援機関との連携による保
全活動や防災活動などが地域住民とともに積極的に行われている。以上のことから、日本ジオパー
クとして再認定とする。

　「ジオパーク」を当町のまちづくりの柱に据えて、町や支援機関、
関係団体による推進体制を改め、より深い関与と連携のもとに、島
民を主役として積極的な活動を展開していることを評価いただき、
さらなる4年間、日本ジオパークネットワークの一員として活動する
ことが認められました。皆様のご参画・ご協力に深く感謝申し上げ
ます。今後もジオパークの理念のもと、伊豆大島の魅力を結びつけ
磨き上げながら、保全・教育・防災・産業振興の取り組みを協働で
進めてまいります。皆様のご参画を心よりお待ち申し上げます。
問い合わせ　伊豆大島ジオパーク推進委員会事務局（政策推進課復興企画係）☎ 2－1444

「日本ジオパーク」に
　　　　　　再認定されました！

　小笠原村を皮切りに東京都内62区市
町村を巡回している「東京2020オリ
ンピック・パラリンピックフラッグ」
が12月3日に大島町にやってきました。
アンバサダーに元サッカー日本代表城
彰二氏を迎え、開発総合センター大集
会室でフラッグの到着を歓迎するセレ
モニーが開催されました。

　また、城氏には午後から
島の子供達のために、サッ
カー教室を開催していただ
きました。元日本代表から
楽しく、そして熱のこもっ
た指導を受け、非常に良
い経験となりました。サッ
カー教室の後にはサイン会
も行われました。

ジオパークニュース

「東京2020オリンピック・パラリンピックフラッグツアー」

再認定でバンザイ!
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Ａブロック　元町サンデーズ
Ｂブロック　岡田リトル八幡・　
北の山モーニングス合同チーム

男子は初参加『ディズニーズ』、が女子は式根島『ＭＩＸ』が優勝！

婦人バレー差木地が見事優勝!!

　12月4日、第39回学童軟式野球選手権大会が
つばき小グラウンドで行われました。今回の大会
には神津島から神津島ジャイゴッツチームが初参
加し、晴天の中熱戦が行われました。試合の結果
は、Ａブロックは元町サンデーズ、Ｂブロックは岡
田リトル八幡・北の山モーニングス合同チームが

それぞれ優勝しました。
初参加の神津島ジャ
イゴッツは１回戦で敗
退してしまいましたが、
とても元気なプレーが
印象的でした。

　12月4日と11日、大島海洋国際高校体育館において、大島バレーボール協会主催第15回カメリア
カップが開催されました。男子は4チームリーグ戦を初参加のディズニーズが全勝で制し、女子は6
チームによる2ブロックに分かれ予選リーグを行っ
たあと、決勝戦で地元フルフレーバーと式根島か
ら参加したＭＩＸが対戦し、フルセットの末ＭＩＸ
が勝利しました。男女とも新しいチームが参加し
たことで今まで以上にバレーボールを楽しんでい
ました。ご声援ありがとうございました。

　１１月27日、バレーボール協会主催、第29回婦

人バレーボール大会が大島高校体育館にて行われ

ました。各地区から6チームが参加。決勝戦は差木

地チームと波浮チームが対戦し、セットカウント2

－0で差木地チームが見事優勝を果たしました。

　12月10日（土）島内にて第6回伊豆大島マラソンが開催されま
した。ゲストには箱根駅伝の選手で4年連続出場を果たした西田
隆維選手と大阪国際マラソンで3位の加納由理さんが登場し、会
場を盛り上げました。総勢630名におよぶ参加選手は快晴の中、
島内を全力で駆け巡りました。参加者は「エイドのスタッフの皆さ
んの声援がとても温かく、アットホームな雰囲気が最高でした！」
と笑顔で話していました。今回多くの選手が完走できたのはボラ
ンティアとして協力して下さった方々の声援や協力のお陰だと思
います。本当にありがとうございました！

学童軟式野球大会　優勝は

第15回カメリアカップ6人制バレー

激走！第6回伊豆大島マラソン！

☆話題がいっぱいあるまちってみんなイキイキしてる

海沿いを爽快に

ゴール!!長かった～（笑）
スタート前！ミス大島も一緒に♪

各エイドのみなさん、　　　　ありがとうございます!
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第二中学校地域研究発表会
表彰されました!　11月23日に第二中学校におい

て、第34回地域研究発表会が開
催されました。生徒らが身近な疑
問をテーマにし、大島の未来を輝

かせるため、住みたくな
る・行きたくなる大島に
するため、研究・調査・
体験的学習に取り組ん
だ成果を発表しました。

●租税教育推進感謝状（児童・生徒に対する租税
教育の推進に特に功績のあった学校）
《芝税務署長感謝状受賞者》
　・大島町立つつじ小学校
●中学生の「税についての作文」
《東京都港都税事務所長賞》
　・大島町立第三中学校　朝倉ひらり

　12月6日に大島町立第一中学校において、『第3１
回大島町立小中学校連合音楽会』が開催されまし
た。各小学校の5年生と6年生は合唱と合奏を、各中
学校の1年生と2年生は合唱を披露しました。心に響
く音色が会場を包みました。

小中学校連合音楽会

　毎年、中学校では人権啓発活動として3年生の公民学習を通して、人権に関する作文を書いていま
す。
　平成28年度は、60編の作品が寄せられ、その中から下記の10作品が入選しました。このうち第一
中学校の岩倉琴美さんの作文「広がる無意識な差別」が東京法務局及び東京都人権擁護委員連合会
主催の「全国中学生人権作文コンテスト東京都大会」に大島町の代表作品となり作文委員会賞を受
賞しました。東京都大会全体では、318校の中学校と外国人学校から46,263編に上る作品が寄せら
れ、表彰式は11月27日に大田区民プラザにて行われました。
大島地区入選作品
作文委員会賞「広がる無意識な差別」　岩倉　琴美さん（一中）
「僕らしく生きる」  　　　　　　下村　大治郎くん（一中）　
「日本に住む外国人の人権」  　　網谷　優楽くん　（一中）
「生きる権利」と「平和」　　　  諸星　望歩さん　（一中）
「人生の決め方」　  　　　　　　冨樫　尋仁くん　（二中）
「障害者も大切な一人の人間だ」  白井　花厘さん　（二中）
「戦争のない平和な世界」　　  　山下　麗華さん　（二中）
「将来を考えて」　　　　　　　  飯塚　将生くん　（三中）
「一人一人の大切さ」　　　　　  朝倉　ひらりさん（三中）
「伝えたいこと」　　　　　　　  大澤　明可さん　（三中）

人権作文コンテスト ～育てよう一人一人の人権意識～

●老人クラブ表彰●

芝税務署および
芝税務署関係団体より

　大島町老人クラブ連合会の活動成果が認めら
れ、全国老人クラブ連合会から初の表彰を受け
ました。
　また、東京都老人クラ
ブ連合会から次のとおり
表彰されました。
《育成指導功績者》
・波浮港第一小波会　
　　元会長　児玉  四郎
《奨励賞》
・北の山第二長寿会
・差木地第一高砂会
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☆話題がいっぱいあるまちってみんなイキイキしてる

　11月5日、島暮らしプロジェクトによる定住
促進事業「第5回 島の暮らし体験」（大島町観
光産業課後援）が行われました。参加者は9組
17名。大島町の基幹農作物であるブバルディア
の栽培技術を学ぶ新規就農者支援研修センター
で研修生の説明を受けた後、町営団地を含む
「空き家」や「空き店舗」を中心に島内12カ所
を見て回った。夜は、島づくしの料理を堪能し
ながら島民との交流を深め「具体的な島の生活
が見えた」「来年には移住したい」「今後、移
住先として考えたい」など、たった一日の体験
にもかかわらず前向きな参加者の声が多かった。
島暮らしの良さは、海と山に囲まれた自然豊か
な場所でのんびり暮らせること。特に子育て
には、最高の環境だ。伊豆大島は、大都会「東

京」に近いことも魅力
の一つ。四季折々に何
度か島を訪れて頂き、
島暮らしの良さを体感
してから移住を決めて
もらいたい。

　11月27日、第4回伊豆大島C級グルメ選手権が開催されました。エン
トリーした10店舗の他にも地元野菜の直売、八丈島・三宅島のお土産販
売、スーパーあんこ娘の出演もあり、たくさんの来場者で賑わいました。
　優勝したのは自然な甘みを活かしてふっくらとし仕上げた「明日葉さ
つま餅」大島母の会でした。エントリーした商品はどれも島の食材を使
用し、創意工夫され、今後の大島のあたらしいメニューとして展開され
ることが期待されます。

「島の暮らし体験」好評!

第4回 C級グルメ選手権開催!

海洋国際高等学校ボランティア部

けましておめでとうございす。大島公園は、1月1日(日)
から3日（火）まで、お正月イベントを開催します。今年

の干支は酉（とり）です。これにちなみ、大島公園で飼育して
いる鳥についてのクイズラリーを行います。そのほかにも、ふ
れあいイベントなどを企画してお待ちしています。正月もぜひ
大島公園へ遊びに来てください。また、この期間中、昨年6月に
生まれたレッサーパンダの双子の子どもたちの名前投票も行い
ます。こちらもどうぞご参加ください。

あ

大島公園だより　No.135

　日頃アルミ缶リサイクル活動にご協力をいた
だきありがとうございます。今年度はみなさん
のご協力のおかげで4度、アルミ缶を売却する
ことができました。1度目の売却額60,200円は
熊本地震義援金として
送り、残りの売却額で
車イス3台購入。今回
で73台目となる車イス
は大島老人ホーム等へ
寄贈することができま
した。

　地道な活動ですが地域のみなさんと力を合わ
せて、アルミ缶リサイクルおよび福祉活動に頑
張っていきたいと考えております。今後ともご
協力をお願い致します。

（ボランティア部一同）

「お正月イベント開催」

↑優勝の明日葉さつま餅

↑待ってるよ～!（ウサギより♪）

アルミ缶売却報告 総額195,720円!!

②  6月  6日　425㎏　29,750円
③10月21日　905㎏　63,350円
④11月28日　606㎏　42,420円
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　2月19日の芸能祭に向けて楽しく練習していま
す。あなたも一緒にうたいませんか？
日　時　1月11日(水)、18日(水)、25(水)
　　　　2月8日(水)、15日(水)
　　　　いずれも午後7時～9時
場　所　さくら小学校音楽室
指　導　大久保省三先生
曲　目　つばき、海、アンサンブル他
問い合わせ  大久保定子  ☎ 090－1119－9788
　　　　　  若松ミエ子  ☎ 4－0145

町民混声合唱団つばき

　楊名時24式太極拳を皆で練習して
います。
　どなたでも体験・見学大歓迎です!!
日　時　毎週土曜日
　　　　午前10時45分～12時
場　所　大島高校　剣道場
指導員　堀越　隆嗣先生（元大島高校職員）
　　　　奥伝　常時在籍
※指導員来島による練習会あり。日程については
　お問い合せください。
問い合わせ　植松　直子 ☎ 090－7724－9906
　　　　　　菊地かをり ☎ 090－5820－9149

楊名時健康太極拳愛好会

英語講座～観光・おもてなし英語～

日時　1月28日（土）午前10時～11時
場所　大島支庁会議室
対象　観光関係者、学生、観光に興味のある住民
申込締切　1月20日（金）まで
申込書配布場所　支庁産業課、町役場観光産業課、
　　　　　　　　 観光協会、商工会、大島高校
問い合わせ　大島支庁産業課商工担当
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 2－4431
　　　　　　※支庁産業課への電話申込みも可

内容・日時　両日とも午後1時30分～
　　①竹細工　　　　　　　1月28日（土）
　　②種まきと花台づくり　2月25日（土）
費用　①・②とも500円
場所　椿公園（元町）　主催　伊豆大島花の会
問い合わせ　宮脇四郎　☎ 2－1824

緑と花づくり教室

「泉津～大島公園海岸遊歩道巡り」
　泉津から大島公園にかけての海沿いには古く
から遊歩道が整備されています。今回はこの
コースを歩きながら海岸線の地形や植物を観察
します。
日　時 　1月29日（日）※雨天中止
集　合 　午後1時15分　大島公園第2駐車場
講　師 　伊豆大島認定ジオガイドのみなさん
問い合わせ　伊豆大島ジオパーク研究会
　　　　　　白井嘉則　☎ 2－3259
　　　　　　田附克弘　☎ 090－4050－9515

　大島の大切なシンボ
ル、アンコ姿でパレー
ドしませんか？衣裳の
貸出や着付もします。
『大島ならではのおも
てなし』で、心を伝えませんか？お気軽にお問い
合わせ下さい。
※枚数に限りがございます事をご了承ください。
日程　1月29日（日）申込締切日　1月20日（金）
問い合わせ
　　　　アンコ文化保存会　立島　☎ 2－7317
　　　　　　　　　　　　　高田　☎ 2－1229

伊 豆 大 島 ジ オパ ー ク 研 究 会

椿まつりオープニングパレード
参加者募集!!

日　　　時　　１月23日（月）～25日（水）
　　　　　　　午前8時30分～午後3時まで
場　　　所　　当校　各教室・体育館および農場
時　間　割　　当日、受付にて配布
問い合わせ　　都立大島高等学校　☎ 2－1431
　　　　　　　教務主任　鈴木、担当　谷合
☆大島高校の授業風景や生徒たちの学習活動の様
　子をぜひご覧ください。教室の中にもお入りいた
　だけます。
☆授業公開期間中、係による校内見学ツアーを行っ
　ております。ご希望の際には、午前10時30分に受
　付へお越しください。また、それ以外の時間帯の
　見学ツアーも受付ています。ご希望の方は、経営
　企画室窓口までお声かけください。

第三学期授業公開のお知らせ
「伊豆大島アンコ文化保存会」からのお知らせ

～アンコ姿でおもてなし～
都立大島高等学校（全日制課程）

＊初めて参加される場合は事前にご連絡ください。

♥ み ん な の P L A Z A （ プ ラ ザ ） ♣

※枚数に限りがございます事をご了承ください。
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1  開催場所および日時
　①都議会議事堂１階北側　都政ギャラリー（住所：東京都新宿区西新宿2丁目8番1号）
　　1月23日（月）～1月27日（金）午前9時～午後5時（最終日は午後1時まで）
　②東京都健康プラザハイジア（住所：東京都新宿区歌舞伎町2丁目44番１号）
　　2月1日（水）～2月8日（水）午前10時～午後8時（最終日は午後1時まで）
　③都庁第二本庁舎１階南側　臨時窓口（住所：東京都新宿区西新宿2丁目8番1号）
　　2月8日（水）～2月14日（火）午前9時～午後5時（最終日は午後1時まで）
2  内容
　　昨年2月に世界的に認められ、国際優秀つばき園に認定された3つの椿園や1月29日から開催さ
　れる伊豆大島椿まつりなど、大島の魅力をみなさんに紹介する展示を開催します。

3  後援　新宿区
4  問い合わせ先　大島支庁総務課行政担当　☎ 2－4411

［大島公園］ ［大島高校］ ［椿花ガーデン］

都内（新宿）3ヶ所にて『伊豆大島 椿に関する展示』開催！

サンキャッチャーを作ろう!

「スポーツを通じた子育てについて」

　島外から様々なジャンルのアーティストを
招き、つくる・知る・発見する・見るを親子で
味わい感じるプログラムです。今回は親子で
サンキャッチャー作り！ 
日　程　2月5日（日）午後3時～5時
場　所　Kichi（元町たかた土産店 2階）
講　師　浅葉和子
対　象　親子ペア（子どもは3歳以上）
※申込み先着10組、大人のみの参加も可。
材料費　1,500円（親子ペア１組につき）
（子ども2人の場合は材料費500円追加）
問い合わせ ・申込み
Kichi千葉　☎ 090-9104-6877
　　　　　　   Eメール　mail@to-on.info

日　程　1月19日（木）午後7時～
会　場　開発総合センター 大会議室
講　師
大嶽　真人（日本大学文理学部体育学科教授）
川北　　元（前バレーボール女子日本代表チーム
　　　　　　ブレイク総括コーチ）
問い合わせ　第二中学校　副校長　☎ 2－8033

　東京都大島町2017版改訂しました。
問い合わせ　一社）伊豆大島農業生産組合

☎ 2－1223

ミハライロキッズプログラム vol.5

〈大島町PTA連合会 講演会〉

　島内での活動で、政治・宗教・営利目的以外
の住民の福祉増進にかかわる内容であること。
必要事項（日時、場所、問い合わせ先など）を
明記し、原稿締切日【前月の10日】までに入稿
して下さい。枠の大きさについては、原則1/6
ページ以下とし、定期的な毎月の活動は、数か
月でまとめてください。場合によっては、編集
時に内容を省略させていただきます。
　内容の確認を行ってもらうため、E-mailまた
はFAXでの入稿にご協力下さい。
問い合わせ　政策推進課広報広聴係
　　　　　　☎ 2－1444　 FAX 2－1371
E-mail  town-build@town.oshima.tokyo.jp

みんなのPLAZA掲載について

ゼンリン住宅地図

♦ み ん な の P L A Z A （ プ ラ ザ ） ♠

（子ども2人の場合は材料費500円追加）
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町からの情報、募集、参加しませんか？

　各地区の魅力を伊豆大島の「見どころ」として改めて認識し、島民や来島者がとも
に味わい楽しむ方法と、魅力を未来に継承するため地域で守り残していく方法を話し
合います。対象地区以外にお住まいの方でも、皆さまお気軽にご参加ください！

　※波浮港・泉津・岡田地区は12月11日（日）に実施いたしました。
主　　　催　伊豆大島ジオパーク推進委員会・環境省伊豆諸島自然保護官事務所
問い合わせ　伊豆大島ジオパーク推進委員会事務局（政策推進課振興企画係）　☎ 2－1444

対象者　①大島町国保に加入している40歳以上74歳までの方
　　　　②大島町後期高齢者医療に加入している方
　　　　③集合契約締結の社会保険被扶養者で受診券がある40歳以上の方
※ただし今年5月～8月までに「医療センター」で特定健診を受診した方は、受けることができません。
実施日時　1月21日（土）　大島町役場
　　　　　1月22日（日）　差木地公民館　　　　　◎午前8時～正午まで
　　　　　1月23日（月）　けんこうセンター
当日持参する物　○住民課に予約している方は、「受診票」に記入しお持ちください。
　　　　　　　　○住民課に予約していない方は、「健康保険証」をお持ちください。
　　　　　　　　○社会保険被扶養者の方は、「特定健康診査受診券」をお持ちください。
問い合わせ　詳細は、住民課　☎ 2－1462へお問い合せください。

特定健診 1月21日（土）～23日（月）の3日間

当日受付・受診できます！

東京の医療機関による

～ つないでいきたい大島の自然・暮らし・歴史 ～

予約を忘れた方!

平成29・30年度建設工事等競争入札参加者資格審査申請受付
　平成29・30年度建設工事等競争入札参加者資格審査の申請受付を行います。建設工事・設計・測
量・地質調査等について、大島町競争入札参加業者の更新および新規登録を行うものです。
受付期間　　1月16日（月）～2月28日（火）
注意事項　　・500万円以上の工事等を請負う場合は、経営事項審査を受け総合評定値通知書の届出
　　　　　　　が必要です。
　　　　　　・申込書・受付票の表題には29・30年度と記載してください。
　　　　　　・添付書類のうち、提示のみの書類は写しを添付
　　　　　　・27・28年度契約の官公署との契約金額上位5位の契約書表紙（写）のみ添付　
申込用紙　大島町指定様式を使用　
　　　　　※様式・記入方法は、当町ホームページ（http://www.town.oshima.tokyo.jp/)より
　　　　　　ダウンロードして使用してください。郵送可（ただし、返信用封筒を同封）
提出・問い合わせ　　総務課管財係　☎ 2－1443

開催日時 場所 対象地区

1月8日(日)午後1時30分～3時30分 差木地公民館会議室 差木地・クダッチ

1月8日(日)午後４時30分～6時30分 野増公民館2階講堂 野増・間伏

1月9日(月・祝)午前10時～12時 北の山公民館2階講堂 北の山

1月9日(月・祝)午後1時30分～3時30分 開発総合センター大会議室 元町

『伊豆大島の魅力の楽しみ方！ 守り方！』を考えるワークショップ

　　　　　1月22日（日）　差木地公民館　　　　　◎午前8時～正午まで

　　　　　　ダウンロードして使用してください。郵送可（ただし、返信用封筒を同封）
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町からの情報、募集、参加しませんか？

折りたたみ式ごみ収集ボックスの貸与について

　野焼き（野外焼却）や、ドラム缶やブロック積等の基準を満たさない焼却炉での焼却、穴を掘っての
焼却等は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」により、以下の場合を除き禁止されており、違反す
ると罰則の対象になりますのでご注意ください。
【適応除外となる場合】
1．法令に基づく焼却　　　　　   例：伝染病家畜、マツクイムシ被害木の焼却など
2．学校教育等のための焼却　　  例：キャンプファイヤーなど
3．風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
　　　　　　　　　　　　　　　例：正月の門松、しめ縄等を焼却する場合など
4．農林業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却など（※剪定枝は少量に限り）
5．落ち葉の焼却その他の一時的な軽微なもの
　　　　　　　　　　　　　　　例：落ち葉、一時的な剪定枝や空き地で刈り取った草木の焼却など

【適応除外となる野焼きを行うときの注意】
　・廃プラスチック類、ゴム、廃油、皮革などの焼却は認められません。
　・乾燥注意報等が発令されていたり、風が強いときはやめましょう。
　・近隣に民家がある場合は、周辺住民の方に声をかけましょう。
　・火を消すまではその場を離れず、消火の準備をしておきましょう。

　地域整備課ではカラス等によるごみの散乱を防止すると共に、ごみの排出者責任を明確にし、ごみの
排出に対する意識の向上を図ることにより、美しく清潔なまちづくりを推進するため、折りたたみ式ご
み収集ボックス（以下「収集ボックス」）を次の条件を満たした方へ貸与します。
　なお、収集ボックスの実物が見たい方は地域整備課生活環境係へお声かけください。
貸与者　　①町内の2世帯以上が使用するごみ収集場所の代表者
　　　　　②町内に所在する集合住宅の所有者又は居住する者の代表者
貸与条件　①ごみの集積に使用すること。また、大島町の指定した収集場所に設置すること。
　　　　　②2世帯以上が共同で使用すること。
　　　　　③設置場所までの収集ボックスの運搬、設置は貸与者が行うこと。ただし、貸与者が自ら運
　　　　　　搬、設置することが困難と認められる場合は、貸与者立会いのもと町が行う。
　　　　　④収集ボックスの管理は、貸与者が責任を持って行い、常に清潔な状態に保つと共に、軽微
　　　　　　な破損等については貸与者が修繕を行うこと。
申請方法　地域整備課窓口又は各出張所にある「ごみ収集ボックス貸与申請書」に必要事項を記入・押
　　　　　印の上、提出してください。

問い合わせ　地域整備課　☎ 2－1487

※軽微な焼却とは、煙の量や臭い等が近所の迷惑にならない程度の少量の焼却のことです。

野焼き（野外焼却）、たき火に注意しましょう!!

収集ボックス（小型）2世帯～4世帯用
大きさ：高さ65cm×幅120cm×奥行50cm

収集ボックス（中型）5世帯～7世帯用
大きさ：高さ65cm×幅180cm×奥行50cm
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友引の日の火葬業務は休業となります

町からの情報、募集、参加しませんか？

12月15日までの測定結果
大　気（島内7か所）
　 0.03～0.11μSv／ｈ
　すべて安全基準値未満
水道水（浄水場3か所）
　すべて検出限界値未満
※詳細はホームページに掲載
問い合わせ　防災対策室防災係　☎ 2－0035

　広報12月号掲載成人者となるみなさまへ！の
氏名の誤りについて。
　差木地地区　　菊池耕平→菊地耕平　　
　　　　　　　　菊池美穂→菊地美穂
以上のとおり名前の誤りを訂正いたします。大
変申し訳ございませんでした。

　消防本部緊急車両および各地区
分団の消防車が一堂に集まりま

す！ぜひこの機会にご覧ください。大島を支え
る全地区分団員の行進も見ものです！
　日　　時　1月8日（日）午前9時～
　行進経路　吉谷公園前～町役場前

　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人）
28年 27年 前年対比

東 海 汽 船 16,118 14,016 114.9％

全 日 空 0 0

新中央航空 696 712 97.7％

合 計 16,814 14,728 114.1％

平成28年11月の来島者数

「炊き出し釜」いただきました！

お詫びと訂正
消防出初式　行進!

　日本赤十字社東京都支部より災害
用資材として炊き出し釜１台が配備
されました。この炊き出し釜は緊急
時、赤十字の活動等に使わせていた
だきます。
　住民の皆様には、日頃から赤十字
の活動にご協力をいただき感謝申し
上げます。
問い合わせ　　福祉けんこう課　☎ 2－1471

　大島町文化祭、芸能大会と作品展を下記の日程にて開催します。これに伴い、出演者および出店
作品を募集します。

 芸能大会
開 催 日　2月19日（日）
場　　所　開発総合センター　
　　　　　2階大集会室
参加申込　1月4日（水）～1月27日（金）
申込場所　教育文化課社会教育係・各出張所

問い合わせ　教育文化課社会教育係　☎ 2－1453

大島町文化祭 芸能大会・作品展開催 参加者募集!

 作品展
開 催 日　3月3日（金）
　　　　　　　～5日（日）
場　　所　開発総合センター
申込期間　2月1日（水）～2月17日（金）
申込場所　教育文化課社会教育係・各出張所

11／6～12／5に届出のあった人

櫻井　　幸さま（94・ホーム）　11/ 6

阿部　初音さま（96・元　町）　11/15  

土井　久江さま（95・ホーム）　11/14

山田　一藏さま（92・ホーム）　11/19

榊　美津子さま（87・ホーム）　11/23

山村　末子さま（84・元　町）　11/21

和泉　三郎さま（85・岡　田）　11/12  

土屋　良平さま（85・野　増）　11/25

深澤　重子さま（87・ホーム）　11/26

星野千賀子さま（88・泉　津）　11/30

おくやみ
　　申しあげます

11／6～12／5に届出のあった人（敬称略）

 赤ちゃん　　　　　 父・母　　  月／日　 住　所

白木　寅
と ら じ

慈くん　　恵悟・夏子　 10/27（差木地）

德永　音
おとみつ

光くん　　伸介・美音　 10/28（波浮港）

山田梨
り さ こ

咲子ちゃん　悠太・真弓　 11/ 9 （波浮港）

伊藤　遼
りょうすけ

介くん　　優之・香緒里 11/14（差木地）

お誕生おめでとう

地耕平　　
地
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ナイスショットおおしま
　「ナイスショットおおしま」のコーナーでは、裏方で頑張っている人やその時に輝いている人、その他何気な
い大島の風景などを掲載しています。今回は「オリ・パラフラッグツアー」アンバサダー城氏によるサッカー教
室のひとコマや「噴火30周年シンポジウム」などなど!みなさんからの投稿もお待ちしています♪

広報おおしま 編集発行／大島町役場政策推進課　〒100－0101 東京都大島町元町1-1-14  ☎ 04992－2－1444

　「ナイスショットおおしま」のコーナーは住民のみなさん

からの写真も募集しています。広報に掲載してみませんか？

・画像はEメールまたはデータでの持ち込み。（匿名不可）

・掲載された写真の肖像権は大島町のものとなります。

・人物を掲載する際は、投稿者が掲載の確認をしてくること。

※スペース等により掲載できない場合もあります。

　問い合わせ　大島町役場政策推進課　☎2－1444
　　　　E-mail　town-bulid@town.oshima.tokyo.jp

Nice Smile!

今月のベストスマイリストさんたち

C級グルメでは
農作物も販売!

城彰二氏による「サッカー教室」いい経験だったようでみんな笑顔です♪

「1986年伊豆大島噴火30周年シンポジウム」
各小学校のみなさん、成果発表

とても良かったです!

今回は3人♪3～4ヶ月健診!

町
長
も
が
ん
ば
っ
て
振
り
ま
す
!

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
!


